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 歯冠計測値や頭蓋小変異に着目する研究法自体は、日本では田中良之氏らが九州地方の資料を対象として 1990 年
代に先鞭をつけたものであるが、清家氏は分析範囲を中四国・近畿地方に広げるとともに、妊娠痕という指標を新た
に加え、さらに埋葬施設構造・副葬品組成といった考古学的な分析と結合させて、独自のアプローチを開拓した。と
りわけ、人骨遺存例から導き出した副葬品組成と性別の関係性を武器に、人骨が腐朽消滅した多数の埋葬の性別を判
定し、古墳時代を通じてキョウダイ原理の埋葬が基調であったことを指摘した点は、そうしたアプローチの有効性を
如実に示すものであろう。中期後半以降に父子原理や夫婦原理の埋葬が卓越する父系社会へと明確に転換していくと
説く田中氏とは、明らかに異なる結論に到達しており、今後の論争の展開が大いに期待されるところである。 
 また、双系的な親族構造を基調とする古墳時代にあって、地位継承の父系化が上位階層から徐々に浸透してくる動
きを指摘し、それが氏族共同体の解体という内的要因ではなく、東アジアの軍事的緊張状態のなかで男性首長・家長
の役割が増大するという外的圧力によって促進された点に、文明国周辺における「二次的国家形成」の特質をみる理
解も、大きな問題提起として特筆できるであろう。 
 もっとも、本論文にも改善すべき点がないわけではない。たとえば、埋葬原理、地位継承原理、親族構造という次
元のやや異なる問題が時に混然として議論されていること、東日本を対象とした分析や展望が不十分であること、古
代親族構造にかんする文献史研究の幅広い議論への目配りがさらに望まれることなどは、今後に残された課題である。 
 とはいえ、日本考古学の長所である良質の遺構・遺物研究と、形質人類学的な研究を効果的に結合させて、古墳時
代社会構造の解明に新たな見通しを示した本論文は、今後の研究の潮流に大きな影響を与える意欲作といえる。よっ
て、本論文が博士（文学）の学位を授与するにふさわしい価値を有するものと認定する。 
